
（３）街路の役割

都市の最も基本的な施設である街路は、以下のような多様な機能を持ち、円滑な

都市活動と安全・快適な都市生活の実現に欠くことのできない役割を担っている。

＜ 街 路 の 多 様 な 機 能 ＞

大 項 目 小 項 目 内 容

都市交通施設機能 通路としての機能 人及び物の動きのための通路としての機能

沿道利用のための 沿道の土地、施設、建物等への出入り、ストッ

機能 クヤードへのアプローチ、貨物の積み卸しのス

ペースとしての機能

都市環境保全機能 都市のオープンスペースとしての住環境を維持

する機能

都市防災機能 避難路・救援路 災害発生時に被災者の避難及び救助のための通

路としての機能

災害遮断 災害の拡大を抑え遮断するための空間としての
＊機能

都市施設のための 他の交通機関のた モノレール、新交通システム、地下鉄、路面電

空間機能 めの空間 車等を設置するための空間

供給処理施設のた 電気、上水道、下水道、地域冷暖房、都市廃棄

めの空間 物処理管路、ガス等を設置するための空間

通信情報施設のた 電話、ＣＡＴＶ等を設置するための空間

めの空間

その他の施設のた 電話ボックス、信号、案内板、ストリートファ

めの空間 ニチャー等を設置するための空間

街区の構成と市街 街区の構成 街路は街区を囲み、その位置、規模、形状を規

化の誘導 定する

市街化の誘導 沿道の土地利用の高度化を促し、都市の面的な

発展方向、形状、規模等に影響を与える

＊例えば、道路空間と火災延焼防止率には以下のような相関が認められており、阪神大震災の際に
は、幅員の広い道路がライフラインの確保とともに延焼防止に大きな効果を発揮した。

～延焼防止率：幅員12ｍ以上： 100％、４ｍ確保：20％弱

道路幅員別の延焼停止率(阪神・淡路大震災における神戸市長田区の事例）
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＜資料＞国土交通省

注）ただし、当時は無風状態であったこと、発火箇所、延焼方向を考慮していないため、
延焼停止線の形成が他の要因による可能性があることも考慮。


